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	○競争的資金等取扱規程
	第１条　この規程は、一般財団法人高度情報科学技術研究機構（以下「当財団」という。）における競争的資金等の取扱いに関して定め、競争的資金等の適切な管理・運用体制の構築及び整備を行うことにより、公的研究費の不正使用の防止を図り、もって研究機関としての当財団の責務を果たすことを目的とする。
	第２条　この規程において「競争的資金等」とは、『研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』（平成１９年２月１５日、文部科学大臣決定）が掲げる文部科学省又は文部科学省が所管する独立行政法人（以下「配分機関」という。）から配分される競争的資金を中心とした公募型の研究資金等国の競争的研究費制度に基づく研究資金であって、その範囲は次に掲げる研究資金をいう。
	第３条　当財団の競争的資金等の不正使用防止に係る基本方針は、次のとおりとする。
	第４条　当財団の競争的資金等を適正に運営・管理するため、最高管理責任者、統括管理責任者及びコンプライアンス推進責任者並びに不正防止計画推進担当者をおく。
	第５条　競争的資金等の管理体制は、別図のとおりとする。
	第６条　統括管理責任者は、当財団における競争的資金等の使用や事務処理等に関するルールなどについて、当財団内外からの相談に対応する窓口を設置し、効率的かつ適切な運営の支援を行うものとする。
	第７条　統括管理責任者は、競争的資金等の執行に当たり不正使用が生じることのないようにするため、不正防止計画を策定し、最高管理責任者に報告するとともに、職員等に周知するものとする。
	第８条　最高管理責任者は、職員等に対して、競争的資金等の使用ルール、それに伴う責任、どのような行為が不正に当るのかなどを理解させるための教育・研修を毎年定期的に実施するものとし、その実施を不正防止計画推進担当者に指示する。
	第９条　統括管理責任者は、不正防止計画を踏まえた競争的資金等の適正な執行管理を行うため、第２項及び第３項に掲げる管理体制を整備するものとする。
	第１０条　最高管理責任者は、当財団における競争的資金等の不正使用に関する通報等に対応するため、当財団に通報窓口を設置するものとする。
	第１１条　監査又は通報等により、不正使用が疑われる案件が発覚した場合は、統括管理責任者は、すみやかに最高管理責任者に報告するものとする。
	第１２条  前条に基づく調査の結果、競争的資金等の不正使用の事実が認められた場合には、就業規程第４１条に定める懲戒の措置をとるものとする。
	第１３条　最高管理責任者は、前条第１項の競争的資金等の不正使用の事実が認められた場合には、『研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』（平成１９年２月１５日、文部科学大臣決定）に基づき、関係機関へ報告を行うものとする。
	第１４条　最高管理責任者は、不正防止計画の進捗管理を行うとともに、不正の発生を防止するため、内部監査を実施することができる。
	第１５条　この規程に定めるもののほか、競争的資金等の不正使用に関し必要な事項については、理事長が別に定める。


